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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】平成24年9月27日(2012.9.27)

【公開番号】特開2011-37245(P2011-37245A)
【公開日】平成23年2月24日(2011.2.24)
【年通号数】公開・登録公報2011-008
【出願番号】特願2009-189587(P2009-189587)
【国際特許分類】
   Ｂ４１Ｍ   5/382    (2006.01)
   Ｂ４１Ｍ   5/50     (2006.01)
   Ｂ４１Ｍ   5/52     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ４１Ｍ   5/26    １０１Ｈ

【手続補正書】
【提出日】平成24年8月10日(2012.8.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８３】
　次に、溶剤の環流を確認後、イソホロンジイソシアネート（表１中ＩＰＤＩ)３０部を
添加して重合し、ウレタンプレポリマーを合成した。更に、２５℃条件下でエチレンジア
ミン２．７５部、イオン交換水１７０部をホモジナイザーを用いて攪拌し、これにウレタ
ンプレポリマーを投入した後、鎖延長が完了するまで攪拌した。これを４０℃、減圧条件
下で攪拌しながら脱溶剤及び脱水を行い、ウレタン分散体（３５％固形)を得た。このウ
レタン分散体２９０ｇとイオン交換水６０ｇを環流冷却器を備えた反応器に仕込んで攪拌
し、７５℃まで昇温した。これにＰＥＭＡ（フェノキシエチルメタクリレート）１００部
と過硫酸カリウム触媒水溶液とイオン交換水１００ｇを２時間かけて滴下し、さらに１時
間攪拌を続けて樹脂組成物Ａに用いるラテックスを作製した。なお、樹脂組成物Ｂ～Ｖに
用いるラテックスも同様にして作製することができる。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８６】
　表１中、ＰＥＭＡ（フェノキシエチルメタクリレート、化学式１に相当）、ＰＥＯ２Ｍ
Ａ（フェノキシエチレンオキサイド（２モル）変性メタクリレート、化学式２に相当）、
２ＨＥＭＡ（２－ヒドロキシエチルメタクリレート）、２ＥＨＡ（２－エチルヘキシルア
クリレート）、Ｓｔ（スチレン）、ＣＨＭＡ（シクロヘキシルメタクリレート）、ＢＺ（
ベンジルメタクリレート）、ＭＭＡ（メチルメタクリレート）、ＡＡ（アクリル酸）、Ｎ
ＰＧ（ネオペンチルグリコール）、ＤＭＰＡ（ジメチロールプロピオン酸、カルボキシル
基含有脂肪族ポリオール）、ＩＰＤＩ（イソホロンジイソシアネート）、Ｈ１２ＭＤＩ（
４，４’－メチレンビスシクロヘキシルジイソシアネート）、ＰＴＭＧ２０００（ポリテ
トラメチレングリコール（Ｍｗ２０００）三菱化学製）、ＮＳ２４００（１，５－ペンタ
ンジオール＋アジピン酸ポリエステル（Ｍｗ２０００）旭電化工業製、脂肪族ポリエステ
ルポリオール）、Ｐ１０１０（１，５－ペンタンジオール＋アジピン酸ポリエステル（Ｍ
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ｗ１０００）クラレ製　クラレポリオール、脂肪族ポリエステルポリオール）、Ｔ５６５
２（１，６－ヘキサンジオール系ポリカーボネート（Ｍｗ１０００）旭化成製　デュラノ
ール、脂肪族ポリカーボネートポリオール）、ＵＥ３３２０（フタル酸系ポリエステルジ
オール（Ｍｗ２０００）ユニチカ製　エリーテル）、２２０ＡＬ（カプロラクトンジオー
ル（Ｍｗ１８００）ダイセル化学製　プラクセル）、ＷＢ４０－１００（水分散ポリイソ
シアネート　旭化成製　デュラネート）、ＤＺ２２Ｅ（アジリジン基含有化合物　日本触
媒製　ケミタイト）、Ｋ２０３０Ｅ（オキサゾリン基含有ポリマー　日本触媒製　エポク
ロス）、Ｅ０１（カルボジイミド基含有ポリマー　日清紡ケミカル製　カルボジライト）
である。
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